




























─  3H美術教育の理念を基底に  ─
Toward Sweeping Away Misunderstandings of Art Education (Part II) 
Based on the Idea of 3H Art Education
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下掲のプリント（図 2 ～ 5）は，当該プログラム視聴後，学生から提出された「レポート（メー
ル提出）」を，いつも通り着信順の“コピペ”にてコメント集として配布。その一部（Page1 から













































































の時間を大切にし，他人の作品，自分の作品を観察することが必要だろう。〈2016 年 06 月 12 日（日）14：41：31 発信〉
と，“美術の教育／ Education for Art”，とりわけ，「みる（鑑賞）」の大切さを忘れない心強いスタンスです。あるいは，M・M くんは，
…あらゆるジャンルの活動を行っていて参考にしていきたいと感じた。あらゆるジャンルの活動をすることで，実際にビデオの中











































りなど美術の良さが詰まってる〈送信日時　2016 年 06 月 10 日（金）21：15：06 発信〉
と，「もまた」の文脈でレッスンの展開をとらえてくれました。アクティブ・ラーニングを重ねてきた君たちだからこそ見極めることがで
きたメリットかもしれません。








































































































































































































































「美術の教育」の具現 □“美術（アート）*a”について子どもたち *a 学習指ps導要領（「解説」も含む）や小学校（図画工作科）及び中学校
〈Education for Art〉 に分かりやすく説明できる。 （美術科）の教科書に掲載されている事項等については説明できる。
□学習指導要領等（幼稚園教育要領，保育指 *ｂ 「内容」は，“美術（みる・かく・つくる）”を指し，子どもたちにと
自分流 針）に示された「内容*ｂ」について過不足 って心象表現，目的表現，造形遊びあるいは鑑賞がどのような意味をも








「美術による教育」の具現 □「表現及び鑑賞の活動を通し，…」で起こ *e “美術による教育(Education through Art)”の確認を基盤に，学校
〈Education through Art〉 される教科目標の「通し」の含意*eを反映 に美術教育が在ることの意味を人間形成の視点から子どもたちに説明で
した授業を構築できる。 き授業で具現できる。
表現と 鑑賞通し 人つくる □美術教育の本質的目的が「感性」や「情操」 *f 我が国には“主要教科”との不適切文言がある。“情操教科”等も不適
レベルにとどまるものでないことを認識し 切文言の一つ。美術教育の位置づけをそうした低レベルでとらえて安心






「新３Ｈ美術教育」の具現 □子どもたち個々の営みをみきわめ，賞揚・ *h 「ドロシーと 思いは一つ 子（個）の支援」と詠んだのは，私の求める
叱咤激励等，適切な「ほめる，はげます， スタンスが「子は親の鏡／ドロシー・ロー・ノルト『子どもが育つ魔法
ドロシー*hと ひろげる（新３Ｈ）」営みができる。 の言葉』PHP研究所，2000年」に重なり美術にかかわる教員等にはと
思いは一つ 子（個）の支援 □教師のイメージを押しつけ求めさせる指導* りわけこのスタンスを要求したいと考えるからである。
iを否定し子どもたち自身の想を拡大できる *i 教科書の作品のようにとかコンクールで受賞したような絵（作品）のよ
ような発問や材料の準備ができる。 うに描く（つくる）ことを安易に子どもたちに求める指導の否定。
「３Ｍ*j美術教育」の具現 □子どもの現状（実態）をきちんと把握でき * j ３Ｍとは「みつめる・みまもる・みきわめる」を指し，教育営為の基
る。 本。子どもの「いま」を確実に把握する。これがなければ個々の子ども
評価とは □作品の「出来映え（うまい・下手）」では たちへの適切な「手だて」は発生しない。まず「みつめる」，即決即断
見極めてこそ 子（個）にかえる なく取り組み過程を*kみつめ・みまもり・ をせずしばらく「みまもる」，そして慎重に「みきわめ」適切な「手だ
みきわめて後，過程を重視した確かな評価 て（ほめる・はげます・ひろげる等々）」を実行する。
教師道 ができる。 * k みる・かく・つくるプロセスでのがんばりや踏ん張りを見極めた評価
見極めることと みつけたり により子どもたちはそのことの意味・大切さを体感し人間力への連鎖が
期待できる。
造形環境*lの整備 □「支援とは 心にかけても 手はかけぬ」を *l 造形環境には「可視（場・材料・用具）造形環境」と「不可視（人・時
鉄則に，子どもから筆をとりあげ，子ども 間・情報）造形環境」がある。詳細は，若元澄男編「図画工作・美術科
支援とは の作品に教師の筆を入れる等の愚行を回避 重要用語３００の基礎知識」,明治図書,2000.8,pp200-206
心にかけても*m 手はかけぬ*n できる。 * m 「心にかける支援」とは子どもの実態を見極め過不足のない造形環境
□題材開発・教材研究等，不断の展開は当然* を準備すること。その環境の中で子どもたちは多様な活動を展開しその
oのこととし必要に応じて複数の参考作品 プロセスでの育ちを期待する文脈。





「もまた魂」の具備 □美術教育における「不易（本質的課題）」 *p,*q 江崎玲於奈氏の知見。「肯定命令プログラム」における授業時の教師
を見失うことなく「流行（現代的課題）」 の発問の語尾は「○○しましょう」が主流となり，「否定命令プログラ
肯定も 「も」ふまえつつ子どもたちに適正な美術 ム」は「○○してはいけません」となる。いずれの発問がより多くのこ
否定*p,q もまた*rね 視野に入れ 教育（題材開発，授業）*tを提供できる。 とを考えなければならないかと，アメリカの教育プログラムと日本のそ
□表現（心象表現，目的表現，造形遊び）及 れを比較したうえでの江崎氏からの我が国の教育システムへの問題提起
めだかもね び鑑賞のいずれ「も」欠くべからざる内容 であった。














※ 拙著「五七五 de 美術教育」は，http://harp.lib.hiroshima-u.ac.jp/hijiyama-u/list/creators/にアップされております。アクセスくだされば「脚注＊a-u」や「本
文」等，とりあえずは，拡大してご確認いただけます。なお，私方にご請求いただければ，拙著，よろこんで謹呈させていただきますこと申し添えます。
